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 みなさま、こんにちは。フィンドレーでの 3 月の生活は、様々な国の文化を感じられる

１ヶ月となりました。まずは、先月のレポートでもお伝えした Choir ヨーロッパツアーに

ついてお話します。 

 

◦ヨーロッパツアー 

 このツアーの大まかな流れは、2/28 午

前にドイツに到着し、計３回のコンサート

に参加。その後 3/6 にチェコ共和国を出発

しフィンドレーに戻るという形です。 

 

 ドイツでは、まずフラ

ンクフルトに行きまし

た。写真の旧オペラ座は

とても圧倒される建築

で、近くを歩いていれば

誰もが目を引かれるようなものでした。また、Hugendubel という書店

はフロアが 4 つもあり、本がびっしりと陳列されています。ドイツに到

着してすぐに入った場所がここだったので、表紙の文

字がドイツ語で理解ができないことが、とても不思議

な感覚でした。その後訪れた Würzburg ではヴュルツ

ブルク城を見学しました。非常に広い場所で、周るの

に 2 時間ほどかかりました。細部までこだわりの詰まった装飾は圧巻で

した。 

 

 チェコでも、多くの美しい場所を訪れました。プラハはとても人気の

観光地なので、おそらく卒業旅行などと思われる日本人の方も多くいま

した。プラハ城は特に人が多かったのですが、大聖堂の中は落ち着いた

雰囲気で、ステンドグラスがとても綺麗でした。カレ

ル橋や時計台のエリアでも広々とし

た街並みや彫刻を楽しめました。ま

た、現代的なアートにも数多く触れることができま

した。市立図書館にあるブックタワーは中を覗くとさ



らに上や下まで続いており、思わず落ちないか心配になったほどです。また、フランツ・

カフカによりデザインされた頭の回転する像も人気の写真スポットでした。 

 

 食も堪能しました。Svíčková と呼ばれるチェコの学

生さんにお勧めしてもらった伝統料理が、特にお気に

入りです。これは野菜とクランベリーのクリーミーな

ソースと共に、お肉やダンプリング（肉まんの生地の

ようなものでした。）を楽しむ料理で、さらに驚きな

のがホイップクリームも別添えでついてくることで

す。今までにない味わいでしたが、多くの人が好きになる料理ではないかと思います。そ

れから、どのお店に行ってもただのコーヒーだけでなくエスプレッソがメインのメニュー

として売られておりヨーロッパらしいと感じました。また、ヘーゼルナッツ味のチョコウ

エハースがとても人気なようで、いくつものブランドからそのような商品が売られていま

した。お土産にお勧めです。 

 

 そしてもちろん、コンサートは素晴らしい思い出になりま

した。このコンサートでは私たちだけでなく、チェコで音楽

を専攻する学生の方たちとも一緒に歌うことができました。

場所は教会や大学で、多くのお客さんが温かく迎えてくださ

りました。歌った曲の中にはドイツ語やフランス語といった

ヨーロッパ言語の歌詞のものがあったのですが、これを聴い

て地元の方たちが喜んでくださったことがとても嬉しかった

です。ヨーロッパをアメリカの大学生として訪問し、各国語で

パフォーマンスするという経験は、なかなか得られるものではないと思います。フィンド

レーでの出会いに改めて感謝です。 

 

 出会いといえばもう二つ嬉しかったことがあります。一つ目はドイツに向かう際、デト

ロイト空港で保安検査に日本人の友人と並んでいた時の偶然の出会いです。私たちの前後

にいた二組が日本語を話しているのが聞こえそれをきっかけに話すと、日本に興味を持っ

てくださっているアメリカの方だと分かりました。しかもその二組も知り合いではなかっ

たようで、あまり偶然に驚きが止まりませんでした。もう一つは、前学期フィンドレー大

学で知り合い、先に帰国してしまったチェコ出身の友人に再会できたことです。わざわざ

コンサートに赴いてくれ、チェコについて案内もしてくれました。留学も終盤になり、友

人たちとの別れを惜しむ機会が増えてきましたが、このように留学終了後も関係が途切れ

ず続くことを切に願っています。 

 



◦St. Patrick's Day！ 

 3/17 はセント・パトリック・デーでした。この行事はキリスト教とアイ

ルランドにまつわる日なのですが、日本と比べアメリカでは認知度が高く他

の行事のように盛り上がります。先月ご紹介したカフェ“Coffee Amici”で

も、セント・パトリック・デーのモチーフである緑色やクローバーを取り入

れた商品が売られていました。個人的に緑色は好きな色なので、とてもいい

雰囲気だと感じました。 

 

◦デトロイト総領事との懇談 

 3/18 には、デトロイト総領事の岸守総領事がフィンドレー大学を訪問されました。日本

人留学生や日本語を学ぶ生徒たちと話す機会を設けてくださり、日本人として異国の地で

働くことに関して、経験談を踏まえ総領事の見解をお聞きすることができました。また、

令和５年度奨学生の河原塚様も現在デトロイトで総領事と関わるインターンシップに参加

されており、この機会にお会いすることができました。お二人から貴重なお話を伺うこと

ができ、残りの留学生活で自分には何ができるのか、改めて考えなおすきっかけとなりま

した。 

 

◦Hanami Festival 

 とある週末には、ボウリンググリーン州立大学を訪れ、Cherry 

Blossom Festival に参加しました。実際に桜が咲いていたわけではない

のですが、英語でも Hanami という言葉が知られていることに驚きまし

た。来場者はとても多く、お茶菓子やお寿司の味見もできました。ステ

ージでは練り切りづくりのデモンストレーション、日本舞踊や太鼓のパ

フォーマンスなどがあり迫力満点でした。 

 

◦Children Mentoring 

 以前からご紹介している Communicative Practices の一環として、今月は Children 

Mentoring という学童保育のようなコミュニティの皆さんとの交流がありました。主に奨

学生と、そのメンターたちが参加します。今回はテーマを日本の運動会にしました。なか

なか運動会が日本文化として取り上げられることは少ないですが、日本ではだれもが慣れ

親しんでいるものであり、子供たちに楽しんでもらえるに違いないと考え、玉入れや大繩

とびをしました。チーム対決だったので、子供たちが競争心をもって熱く取り組んでいる

姿がとても印象的でした。また、メンターにはフィンドレー大

学生が多くおり、学生が教育サポートや社会福祉に関わる機会

が開けていることが素晴らしいと感じました。 

 



◦International Night 

 3 月末には、インターナショナルナイトと呼ばれる、留学生が主

役となる一大イベントがありました。ここでは、各国の料理の屋台

が出され、ステージでパフォ

ーマンスが行われます。私たち日本人のグループは、

屋台ではツナマヨおにぎりとお箸体験を、ステージで

は書道のパフォーマンスを出しました。（書道を書い

ている間には日本語を学ぶ学生たちがダンスのパフォ

ーマンスをしてくれました。）みんなで浴衣を着て参

加したので、多くの人に似合っていると言ってもらえ嬉しかったです。写真の FINDLAY

の文字は、フィンドレー大学のカラーであるオレンジに合わせ朱墨で書きました。 

 

◦キャンパスツアー 

 3/28 には、キャンパスツアーを行いました。これは埼玉県の小川町からいらっしゃった

高校の先生方に対して行ったものです。ついに私もキャンパスを紹介する立場になったの

だと思うと、感慨深いものがありました。この先生方は小川町の高校生とオハイオ州が交

流するプログラムに同行していらっしゃったようで、フィンドレー以外にもオハイオ州と

埼玉県とのつながりがあることをとてもうれしく思いました。さらにフィンドレー大学の

教授も一緒にキャンパスを周ってくださり、フィンドレーが歴史的に石油産業で栄えた地

であることから、"Findlay Oilers" (フィンドレー大学の学生やスポーツチームの愛称)と名

付けられたことなどを教えてくださりました。ずいぶん慣れ親しんだキャンパスですが、

改めて観察すると興味深いことだらけだと感じました。 

 

 他にも、3 月は野球観戦や友人のミュージカル鑑賞なども楽しみまし

た。それと同時に、留学の終わりを意識する機会が急激に増えた月でも

ありました。周りの人たちを大切に、残りの時間も過ごしていきます。 

 

 

 

 

 本プログラムやフィンドレーでの生活に関して何か気になるこ

とがございましたら、tanakam1@findlay.edu までお気軽にご連

絡ください。少しでも皆様のお力になることができれば幸いで

す。 
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